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第
36
回
モ
リ
シ
ア
杯
習
志
野

市
小
学
校
区
対
抗
少
年
野
球

大
会
が
10
月
16
日
か
ら
24
日
ま

で
、
第
一
カ
ッ
タ
ー
球
場
ほ
か

で
開
か
れ
た
。

　

大
会
は
モ
リ
シ
ア
杯
少
年
野

球
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

開
催
・
運
営
に
当
た
っ
て
は
感

染
症
予
防
対
策
が
取
ら
れ
た
。

開
会
式
に
は
全
13
チ
ー
ム
が
参

加
。
招
か
れ
た
小
林
鷹
之
経
済

安
全
保
障
担
当
大
臣
、
宮
本
市

長
ほ
か
の
来
賓
が
球
児
た
ち
を

激
励
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
て
、
谷
津
小

学
校
区
の
武
田
塁
主
将
が
「
ぼ

く
た
ち
選
手
一
同
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
い
ま
ま
で
当
た
り
前
だ
っ

た
練
習
や
試
合
が
で
き
な
い
こ

と
を
経
験
し
、
野
球
が
で
き
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

感
じ
た
１
年
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
ま
だ
不
安
が
残
る
中
、

た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
で
、
ぼ

く
た
ち
６
年
生
に
と
っ
て
最
後

の
市
内
大
会
と
な
る
こ
の
モ
リ

シ
ア
杯
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の

方
に
感
謝
し
、
仲
間
と
と
も
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
て
る
喜
び
を

胸
に
、
全
員
で
最
後
ま
で
全
力

で
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

元
気
に
宣
誓
し
た
。

　

大
会
は
降
雨
の
た
め
日
程
が

調
整
さ
れ
た
が
、
熱
戦
が
繰
り

　

準
決
勝
戦
第
１
試
合
は
と
も

に
大
差
で
勝
ち
上
が
っ
た
谷
津

小
学
校
区
と
向
山
・
谷
津
南
小

学
校
区
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

１
回
裏
、
谷
津
は
安
打
の
清
田

が
千
原
の
犠
打
で
先
制
。
２
回

裏
に
は
四
球
の
金
子
が
相
手
エ

ラ
ー
で
か
え
り
１
点
。
３
回
裏

に
は
枝
松
、
清
田
の
連
続
二
塁

打
、
千
原
の
適
時
打
で
２
点
を

奪
い
４
点
差
と
す
る
。
強
い
風

が
吹
く
中
、
試
合
は
進
行
。
向

山
・
谷
津
南
は
４
回
表
、
下
川

の
三
塁
打
、
続
く
熊
倉
は
内
野

ゴ
ロ
だ
が
、
相
手
エ
ラ
ー
で
１

点
返
す
。

　

谷
津
は
５
回
裏
に
も
千
原
の

二
塁
打
と
武
田
の
適
時
打
で
１

点
を
加
え
る
。
再
び
４
点
差
と

さ
れ
た
向
山
・
谷
津
南
は
最
終

７
回
表
、
熊
倉
は
右
前
安
打
。

代
打
の
柳
瀬
は
四
球
で
一
死
走

者
一
、
二
塁
と
し
、
二
死
な
が

ら
金
井
は
粘
り
、
内
野
安
打
で

１
点
。
戸
井
田
の
内
野
ゴ
ロ
は

相
手
エ
ラ
ー
を
生
み
、
２
点
差

に
迫
る
が
、
反
撃
も
こ
こ
ま
で

と
な
っ
た
。

　
　

　

準
決
勝
戦
第
２
試
合
は
鷺
沼

小
学
校
区
と
藤
崎
小
学
校
区
と

の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
１
回

裏
、
藤
崎
は
安
打
の
深
野
が
悪

投
球
な
ど
で
三
塁
へ
。
今
村
、

西
牧
は
と
も
に
四
球
で
満
塁
。

泉
水
の
三
塁
ゴ
ロ
に
間
に
深

野
が
か
え
り
、
山
谷
は
捕
飛
だ

が
、
捕
球
後
走
塁
で
今
村
が
本

塁
を
陥
れ
て
２
点
目
が
入
る
。

　

２
回
、
３
回
は
と
も
に
無
得

点
。
鷺
沼
は
４
回
表
、
先
頭
の

山
下
が
右
前
安
打
、
盗
塁
。
川

野
の
適
時
打
で
１
点
を
返
す
。

さ
ら
に
５
回
表
、
中
里
は
死
球

で
、
池
尻
は
内
野
ゴ
ロ
だ
が
送

球
エ
ラ
ー
で
二
死
走
者
二
塁
と

な
り
、
細
澤
の
適
時
打
で
池
尻

が
か
え
り
同
点
。
山
下
は
四
球

で
走
者
一
、
二
塁
に
川
野
は
右

越
二
塁
打
で
２
点
を
加
え
て
逆

転
。
山
本
の
安
打
で
さ
ら
に
１

点
追
加
し
、
こ
の
回
４
点
。
最

終
回
裏
、
鷺
沼
の
投
手
・
細
澤

が
藤
崎
打
線
を
三
者
で
抑
え
て

逆
転
勝
利
し
、
決
勝
戦
進
出
を

決
め
た
。

細
澤
―
山
下
（
鷺
沼
）

▽
本
塁
打
＝
武
田
（
谷
津
）

▽
三
塁
打
＝
渡
邊
（
谷
津
）

▽
二
塁
打
＝
清
田
、
枝
松
、

井
上
、
渡
邊
（
谷
津
）
川
野
、

國
枝
（
鷺
沼
）

【
後
記
】

　

決
勝
戦
は
４
年
ぶ
り
に
、
谷

津
小
学
校
区
と
鷺
沼
小
学
校

区
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
１
回

表
、
谷
津
は
２
番
清
田
が
左
越

二
塁
打
を
放
ち
、
４
番
武
田
の

本
塁
打
で
２
点
先
取
す
る
。
そ

の
回
裏
の
鷺
沼
は
３
番
山
下
が

安
打
と
相
手
エ
ラ
ー
で
二
塁
に

進
む
が
無
得
点
。
２
回
は
と
も

に
内
野
安
打
な
ど
で
走
者
を
出

す
も
の
の
、
得
点
で
き
な
い
。

　

谷
津
は
３
回
表
、
一
死
か
ら

清
田
が
左
前
安
打
。
清
田
は

盗
塁
と
３
番
千
原
の
内
野
ゴ
ロ

で
三
塁
へ
。
２
打
席
目
の
武
田

は
中
前
適
時
打
で
、
清
田
が
か

え
り
、
谷
津
は
着
実
に
加
点
し

３
点
差
と
す
る
。
３
回
裏
、
谷

津
・
先
発
の
千
原
は
２
三
振
を

奪
う
力
投
を
見
せ
る
が
、
鷺
沼

の
２
番
池
尻
に
四
球
。
池
尻
は

盗
塁
を
見
せ
、
送
球
エ
ラ
ー
で

二
塁
へ
。
続
く
山
下
は
外
野
を

抜
け
る
当
た
り
だ
が
、
谷
津
の

左
翼
手
・
田
崎
の
見
事
な
捕
球

で
得
点
を
阻
ま
れ
る
。

　

４
回
の
谷
津
は
７
番
渡
邊
が

三
塁
打
、
鷺
沼
は
左
前
安
打
の

４
番
川
野
が
三
塁
ま
で
進
む
が

と
も
に
無
得
点
。
５
回
表
の
谷

津
は
清
田
が
３
本
目
と
な
る
左

前
安
打
。
清
田
の
盗
塁
と
武
田

の
内
野
安
打
と
盗
塁
で
二
死
走

者
二
、
三
塁
と
す
る
が
鷺
沼
の

継
投
・
細
澤
に
抑
え
ら
れ
、
６

回
表
も
渡
邊
に
安
打
が
出
る
が

追
加
点
を
奪
え
な
い
。

　

鷺
沼
の
得
点
機
は
６
回
裏
。

先
頭
の
山
下
が
中
前
安
打
と
川

野
の
中
越
二
塁
打
で
山
下
が
か

え
り
２
点
差
と
し
、
川
野
は
内

野
ゴ
ロ
で
三
塁
に
進
む
が
、
谷

　

モ
リ
シ
ア
津
田
沼
で
は
「
第

36
回
モ
リ
シ
ア
杯
習
志
野
市
小

学
校
区
対
抗
少
年
野
球
大
会
」

の
様
子
を
撮
影
し
た
「
モ
リ
シ

ア
杯
少
年
野
球
写
真
展
」
を
開

催
予
定
。
球
児
た
ち
の
熱
戦
の

模
様
が
紹
介
さ
れ
る
。

モ
リ
シ
ア
津
田
沼
で

少
年
野
球
写
真
展

鷺
沼
が
逆
転
勝
ち

得
点
重
ね
て
谷
津

　
▽
準
決
勝
戦
第
１
試
合

向
山
・
谷
津
南
小
学
校
区

谷
津
小
学
校
区

０
０
０
１
０
０
２

  

１
１
２
０
１
０
×　
　
３５

　
▽
決
勝
戦

　
▽
準
決
勝
戦
第
２
試
合

鷺
沼
小
学
校
区

藤
崎
小
学
校
区

０
０
０
１
４
０

２
０
０
０
０
０　
　
５２

谷
津
小
学
校
区

鷺
沼
小
学
校
区

２
０
１
０
０
０
５

０
０
０
０
０
１
０　
　
８１

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
＝
千
原
、
枝

松
、
武
田
（
谷
津
）
池
尻
、

広
げ
ら
れ
、
谷
津
小
学
校
区
が

４
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１
回
戦

津
田
沼
小

実
籾
小

７
―
３

鷺
沼
小

屋
敷
小

９
―
７

谷
津
小

津
田
沼
小

17
―
１

藤
崎
小

実
花
小

７
―
４

実
花
小

東
習
志
野
小

５
―
４

鷺
沼
小

大
久
保
東
小

４
―
３

向
山
・
谷
津
南
小

秋
津
・
香
澄
小

11
―
０

向
山
・
谷
津
南
小

袖
ケ
浦
東
・
西
小

11
―
０

藤
崎
小

大
久
保
小

10
―
３

▽
２
回
戦

津
の
継
投
・
枝
松
が
後
続
を
抑

え
て
追
加
点
を
許
さ
な
い
。

　

最
終
７
回
表
、
谷
津
の
攻
撃

は
１
番
枝
松
か
ら
。
枝
松
は
左

中
間
二
塁
打
、
清
田
の
４
打
席

目
は
左
飛
。
千
原
、
武
田
は
四

球
で
一
死
満
塁
に
、
５
番
金
子

は
右
前
安
打
で
枝
松
が
か
え
り

１
点
。
６
番
井
上
の
右
翼
線
二

塁
打
で
２
点
を
加
え
て
こ
の
回

３
点
目
。
続
く
渡
邊
も
左
中
間

二
塁
打
で
金
子
、
井
上
が
か
え

り
５
点
を
奪
い
、
７
点
差
と
す

る
。
鷺
沼
の
最
終
回
裏
の
攻
撃

は
先
頭
の
８
番
國
枝
が
左
中
間

二
塁
打
で
好
機
を
生
み
出
そ
う

と
す
る
も
の
の
、
谷
津
の
三
番

手
投
手
・
武
田
が
２
者
を
抑
え

て
締
め
く
く
っ
た
。

　

谷
津
小
学
校
区
の
武
田
塁
キ

ャ
プ
テ
ン
は
「
優
勝
か
ら
遠
ざ

か
っ
た
大
会
で
、
ど
う
し
て
も

勝
ち
た
い
と
集
中
し
、
気
合
い

を
入
れ
て
臨
み
ま
し
た
。
学
校

の
先
生
た
ち
に
最
後
ま
で
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
良
い
プ
レ
ー

が
で
き
、
最
高
の
結
果
が
出
せ

ま
し
た
」
と
話
し
た
。
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谷
津
小
学
校
区
が
優
勝

谷
津
小
学
校
区
が
優
勝

モ
リ
シ
ア
杯
小
学
校
区
対
抗
少
年
野
球

優勝の谷津小学校区

準優勝の鷺沼小学校区

第
３
位
の
向
山・谷
津
南
小
学
校
区

第
３
位
の
藤
崎
小
学
校
区

鷺
沼
・
川
野
選
手
の
逆
転
打

（
準
決
勝
戦
）

先
制
の
２
点
本
塁
打
を
放
っ

た
谷
津・武
田
選
手（
決
勝
戦
）


